
平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報
第
三
十
七
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
項
第
一
号
中
「
第
三
十
九
条
の
三
、
第
四
十
三

条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
二
項
、
第
四
十
五
条
の
六
第
二
項
（
第
四
十
五
条
の
十
七
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
五
条
の
九
第
五
項
、
第
四
十
五
条
の
三
十
六
第
二
項
及
び
第
四
項
」に
、

「
第
四
十
六
条
の
七
、
第
四
十
七
条
の
三
、
第
四
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
六
条
の
六
第
四
項
及
び
第
五
項
、

第
四
十
七
条
の
五
、
第
五
十
条
第
三
項
、
第
五
十
四
条
の
六
第
二
項
、
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
五
条
の

三
第
一
項
、
第
五
十
五
条
の
四
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
十
九
条
の
三
、
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三

項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
二
項
、
第
四
十
五
条
の
六
第
二
項
（
第
四
十
五
条
の
十
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
四
十
五
条
の
九
第
五
項
、
第
四
十
五
条
の
三
十
六
第
二
項
及
び
第
四
項
」に
、「
第
四
十
六
条
の
七
、

第
四
十
七
条
の
三
、
第
四
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
六
条
の
六
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
四
十
七
条
の
五
、
第

五
十
条
第
三
項
、
第
五
十
四
条
の
六
第
二
項
、
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
、
第
五
十
五

条
の
四
」
に
改
め
る
。

（
こ
ど
も
の
国
協
会
の
解
散
及
び
事
業
の
承
継
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

こ
ど
も
の
国
協
会
の
解
散
及
び
事
業
の
承
継
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
六
号
中
「
第
五
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
八
の
二

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
三
十
条
の
二（
評
議
員
等
の
特
別
背
任
）

の
罪

総
務
大
臣

山
本

早
苗

法
務
大
臣

岩
城

光
英

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

２

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
八
条
中
「
児
童
手
当
及
び
」
を
「
児
童
手
当
並
び
に
」
に
改
め
、「
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
の
下

に
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
を
加
え
る
。

第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費

第
百
十
一
条
第
五
項
第
二
号
ホ
中
「
児
童
手
当
の
」
を
削
る
。

第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
児
童
手
当
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
」
を

削
り
、「
も
の
並
び
に
」
を
「
も
の
、」に
改
め
、「
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
の
下
に
「
及
び
第
百
十
一
条
第
五
項

第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」
を
加
え
る
。

第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
交
付
金
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、「
国
庫
負
担
金
の
額
」
の
下
に
「
及
び
第
百
十
一
条
第

五
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
業
務
取
扱
費
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
の
合
計
額
」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
十
一
条
の
二
中
「
児
童
手
当
及
び
」
を
「
児
童
手
当
並
び
に
」
に
、「
）
及
び
」
を「
）
並
び
に
」に
、「
児

童
手
当
の
業
務
取
扱
費
」
を
「
業
務
取
扱
費
」
に
、「「
執
行
に
要
す
る
費
用
」
を「「
業
務
取
扱
費
で
国
庫
が
負
担
す

る
も
の
」
に
改
め
、「
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
」
の
下
に「
で
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
」を
加
え
、「
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
交
付
金
」
を
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」に
、「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
」

を
「
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
」
に
、「「
第
五
項
」
を「「
に
係
る
国
庫
負
担
金
の
額
」
に
、「
及
び
第
五
項
」

を
「
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金
の
額
」
に
改
め
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
二
十
二
号

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
章

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
）」を
「
第
四
章

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立

援
事
業
（
第
五
十
九
条
）

支
援
事
業
（
第
五
十
九
条
の
二
）」に
改
め
る
。

第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
の
二

仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業

第
五
十
九
条
の
二

政
府
は
、
仕
事
と
子
育
て
と
の
両
立
に
資
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
提
供
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
と
し
て
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
同
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と

す
る
も
の
そ
の
他
事
業
主
と
連
携
し
て
当
該
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
の
監
護
す
る
乳
児
又
は
幼
児
の
保
育
を
行

う
業
務
に
係
る
も
の
の
設
置
者
に
対
し
、
助
成
及
び
援
助
を
行
う
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

全
国
的
な
事
業
主
の
団
体
は
、
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
の
内
容
に
関
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
意
見

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
条
第
一
項
中
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
を
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
給
付
並
び
に
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

第
一
号
及
び
第
五
号
中
「
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
を
「
並
び
に
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
及

び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
い
う
。）及
び
」
を
「
い
う
。）、」に
、「
に
充
て
る
」
を
「
及
び
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事

業
に
要
す
る
費
用
（
同
項
に
お
い
て
「
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
用
」
と
い
う
。）に
充
て
る
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
二
項
中
「
、
賦
課
標
準
の
予
想
総
額
及
び
」
を
「
並
び
に
仕
事
・
子
育
て
両
立
支
援
事
業
費
用
の
予
定

額
、
賦
課
標
準
の
予
想
総
額
並
び
に
」
に
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、「
千
分
の
一
・
五
」
を
「
千
分
の
二
・
五
」
に

改
め
る
。

附
則
第
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
検
討
等
）」を
付
し
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条

第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
前
各
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
条
の
二

政
府
は
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、
財
源

を
確
保
し
つ
つ
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
す
る
者
等
の
処
遇
の
改
善
に
資

す
る
た
め
の
所
要
の
措
置
並
び
に
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
現
に
保
育
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
な

い
者
の
就
業
の
促
進
そ
の
他
の
教
育
・
保
育
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
人
材
確
保
の
た
め
の
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。


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